
ＳＩＢ（ソーシャル・インパクト・ボンド）を活用したフレイル予防事業について（概要） 

 

1.ＳＩＢ（ソーシャル・インパクト・ボンド）とは 

民間資金を活用した官民連携による社会課題解決の手法の一つであり、民間の資金提

供者から調達した資金を基に事業を実施し、事前に合意した成果が達成された場合、行政

が成果に応じて資金提供者に費用を支払う仕組み。 

 

2.フレイルとは 

フレイルとは、虚弱を意味する「ｆｒａｉｌｔｙ」（フレイルティ）から作られた言葉で、加齢とともに

心身の活力が低下した状態を「フレイル」といいます。フレイルには、身体的フレイルだけでは

なく、心理的フレイル、社会的フレイルがあり、それらが相互に影響しています。 

 

3.平成 30年度 飯塚市フレイル予防事業 

①対象者…市内在住の 65歳以上の方 

②事業内容（主なもの） 

＊フレイル予防サポーター養成講座（年 2 回） 

…介護予防に意欲ある市民の方が、本講座を受講し、サポーターとして登録。登録 

後、各地区で開催するフレイル予防プログラム時のフレイルチェックなどへ参加し 

支援を行っている。（平成 31年 1月末時点登録者数 94名） 

＊フレイル予防に関する市民啓発講演会（年 1 回） 

＊フレイルチェック事業（サポーター養成講座開催時に実施：年 2 回） 

＊フレイル予防プログラム（市内 11地区：各地区原則全 12 回） 

…概ね6ヶ月の期間で実施し、初回と最終回にフレイルチェックを行い、その間の 10 

回は既存の介護予防プログラムを活用し、全 12回のフレイル予防プログラムを各 

地区で実施。 

 

4.ＳＩＢを活用したフレイル予防実証事業の概要（案） 

本事業の実施に当たり、本市と福岡地域戦略推進協議会（ＦＤＣ）で協定書締結予定。 

①対象者…市内在住の 60 才以上の方（100 名程度を想定） 

②事業内容 

＊フレイル予防の普及啓発 

＊フレイルチェック事業 

＊フレイル予防プログラム 

＊フレイル予防実施データの収集・分析（検証・評価） 

③各主体の役割 

○行政：飯塚市…参加者募集等の周知、広報など各種協力 

○サービス提供者：福岡ソフトウェアセンター…本事業の実施主体 

○資金提供者：三井住友銀行…１００万円の寄付 
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○中間支援組織：ＦＤＣ…本事業のコーディネートや関係者間調整等 

○評価アドバイザー：東京大学飯島教授を予定 
 

■ＳＩＢフレイル実証事業スキーム（案） 

 

                                           

5.実施期間 

 協定締結日から 2020 年 3月末までを予定 

 

6.今後（実証事業開始後含む）の検討事項 

①予防プログラムの内容、回数、期間及び実施場所等の検討 

②アウトカム指標の選定 

③事業延長の可否等 
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１．概  要

日  時 2019年1月10日（木）    13：30 ～14：30    （13：00受付開始）

会  場 飯塚市本庁舎  3階 庁議室

内  容 飯塚市とソフトバンク株式会社との教育事業連携に関する協定締結式

1.  出席者紹介 飯塚市   市長　  片 峯  誠   

2.   協定の概要説明
ソフトバンク株式会社 人事総務統括

3.   協定書交換　 ※写真撮影  池田 昌人

4.   挨拶（飯塚市）

5.   挨拶（ソフトバンク）

6.   Pepperプログラミングデモ 飯塚市       教育委員会学校教育課

幸袋小学校 課長  小林　広史

7.   写真撮影

8.   質疑応答
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